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主
な
記
事

２面…平成19年度一般会計・特別会計補正予算
３面…平成18年度決算の状況
４面…インフルエンザ予防接種／ナイトハイク参加者募集

○世帯数   113,962（169増）   ○人口   男124,797（162増）  女119,705（60増）  計244,502（222増）  うち外国人登録数4,219　（平成19年９月１日現在、（　）は前月比）
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前
回
記
載
し
た
、善ぜ

ん
み
ょ
う
じ

明
寺
の
鉄
仏

に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
を
古ふ

る

河か
わ

古こ

松し
ょ
う

軒け
ん

の「
四
神
地
名
録
」（
寛
政
６

年・
１
７
９
４
年
）を
も
と
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
「
そ
の
昔
、鎌
倉
か
ら
国
府
を
経

て
奥
州
北
国
へ
つ
な
が
る
古
道
の

北
方
に
、恋こ

い

ヶが

窪く
ぼ（
現
在
の
国
分
寺

市
）と
い
う
繁
盛
し
た
駅
所
が
あ
り

ま
し
た
。そ
こ
に
、畠は

た
け
や
ま
し
げ
た
だ

山
重
忠
が
深

く
思
い
を
寄
せ
る
遊
女
が
お
り
、重

忠
が
平
家
追
討
に
出
陣
す
る
と
き
、

こ
の
遊
女
は
大
変
悲
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、あ
る
者
か
ら
重
忠
が
敵
に

討
た
れ
た
と
聞
い
た
遊
女
は
、悲
し

み
の
あ
ま
り
自
殺
し
ま
し
た
。無
事

に
帰
っ
て
き
た
重
忠
は
、こ
れ
を
聞

き
、哀
れ
み
、弔と

む
ら

う
た
め
に
阿あ

弥み

陀だ

如
来（
大
鉄
仏
）を
造
ら
せ
、堂
を
建

て
ま
し
た
。う
つ
り
替
り
は
世
の
習

い
に
て
、こ
の
道
は
往
来
す
る
人
も

絶
え
て
、堂
も
荒
れ
果
て
、鉄
仏
も

濡
れ
仏
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

府
中
の
若
者
が
町
場
に
運
ん
で
、捨

て
置
い
た
鉄
仏
を
、六
所
宮
の
社
僧

が
境
内
に
堂
を
建
て
安
置
し
た
と

こ
ろ
、鉄
仏
は
再
び
人
々
か
ら
参
詣

さ
れ
ま
し
た
」

　

こ
の
よ
う
に
、い
わ
ゆ
る
畠
山
伝

説
は
寛
政
ご
ろ
か
ら
一
般
に
広

ま
っ
た
こ
と
が
窺う

か
が

え
、遊
女
の
名
は

夙あ
さ

妻つ
ま

大た

夫ゆ
う

と
実ま

こ
と

し
や
か
な
名
ま
で

語
り
つ
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
畠
山
重
忠
は
大
鉄
仏

の
鋳
造
よ
り
48
年
前
に
死
亡
し
て

い
る
の
で
こ
の
譚は

な
し

は
伝
説
と
す
る

の
が
通
説
で
す
が
、小
鉄
仏
こ
そ
重

忠
の
鋳
造
と
し
、こ
れ
が
胎
内
仏
と

し
て
つ
い
に
２
体
が
善
明
寺
で
結

び
つ
い
た
と
す
る
新
説
も
あ
り
ま

す
。小
鉄
仏
に
関
す
る
記
録
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
が
、数
百
年
も
語
り
継
が

れ
た
こ
の
恋
物
語
の
結
末
に
、い
か

に
も
ふ
さ
わ
し
い
説
だ
と
は
思
わ

れ
ま
せ
ん
か
。

（
郷
土
館
だ
よ
り
28
号
遠
藤
吉
次

「
畠
山
重
忠
と
善
明
寺
鉄
仏
に
つ
い

て
」よ
り
）

恋
の
か
け
橋

　
　

金か
な

仏ぶ
つ

さ
ま
の
物
語そ

の
二

　市では、「犯罪を起こさせない、犯罪の起きにくいまち」の実現を目指し、毎月20日の「地域安全の日」を中心　市では、「犯罪を起こさせない、犯罪の起きにくいまち」の実現を目指し、毎月20日の「地域安全の日」を中心
に、市民や事業者の皆さんと協力・連携した犯罪防止活動を行っています。に、市民や事業者の皆さんと協力・連携した犯罪防止活動を行っています。
　10月11日（木）から20日（土）の全国地域安全運動期間中は、防犯意識の高揚の呼び掛けや各種催しを行いま　10月11日（木）から20日（土）の全国地域安全運動期間中は、防犯意識の高揚の呼び掛けや各種催しを行いま
す。す。
　一人ひとりの心掛けと地域ぐるみの強いきずなで、安全で安心なまちをつくりましょう。　一人ひとりの心掛けと地域ぐるみの強いきずなで、安全で安心なまちをつくりましょう。
　問合せは、地域安全対策課安全係（３３５・４１４７）、または府中警察署生活安全課（３６０・０１１０）へ。　問合せは、地域安全対策課安全係（３３５・４１４７）、または府中警察署生活安全課（３６０・０１１０）へ。

● 全国地域安全運動の主な催し ●
■地域安全パレード
▽日時　10月14日（日）午後２時
▽場所　けやき並木
▽内容　吹奏楽団・各種団体のパレード
※当日午後１時半～３時は、けやき並木周辺が全面通行止めに
なります。
■「地域安全・環境美化の日」防犯・清掃キャンペーン
▽日時　10月20日（土）午前８時、午後６時／荒天中止
▽場所　府中駅北口広場
▽内容　防犯やごみのポイ捨て禁止、路上喫煙禁止などの啓発と
清掃活動

　

市
で
は
、警
察
署
や
消
防
署
な

　

市
で
は
、警
察
署
や
消
防
署
な

ど
か
ら
市
に
提
供
さ
れ
る
不
審
者

ど
か
ら
市
に
提
供
さ
れ
る
不
審
者

出
没
や
犯
罪
・
災
害
発
生
な
ど
の

出
没
や
犯
罪
・
災
害
発
生
な
ど
の

緊
急
情
報
を
、携
帯
電
話
や
パ
ソ

緊
急
情
報
を
、携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
の
電
子
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
を

コ
ン
の
電
子
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
を

利
用
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
配
信

利
用
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
配
信

す
る
緊
急
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

す
る
緊
急
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

「
府
中
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
」を

「
府
中
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
」を

行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く

行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、地
域
安
全
対
策
課

　

問
合
せ
は
、地
域
安
全
対
策
課

安
全
係（
３
３
５
・
４
１
４
７
）へ
。

安
全
係（
３
３
５
・
４
１
４
７
）へ
。

▽
情
報
提
供
時
間　

月
曜
か
ら
金

▽
情
報
提
供
時
間　

月
曜
か
ら
金

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
た
だ
し
、祝
日
、年
末
年
始
を
除

（
た
だ
し
、祝
日
、年
末
年
始
を
除

く
）
く
）

▽
対
象

▽
対
象  

市
民
、市
内
在
勤
・
在
学

市
民
、市
内
在
勤
・
在
学

で
、電
子
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る

で
、電
子
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
、ま
た
は
Ｆ

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
、ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
を
お
持
ち
の
方

Ａ
Ｘ
を
お
持
ち
の
方

▽
費
用

▽
費
用  

無
料（
受
信
料
な
ど
は

無
料（
受
信
料
な
ど
は

自
己
負
担
）

自
己
負
担
）

▽
内
容

▽
内
容  

次
の
情
報
の
提
供

次
の
情
報
の
提
供

○
不
審
者
情
報

○
不
審
者
情
報

○
犯
罪
情
報

○
犯
罪
情
報

○
災
害
情
報

○
災
害
情
報

○
大
規
模
地
震
・
火
災
情
報

○
大
規
模
地
震
・
火
災
情
報

○
そ
の
ほ
か
市
民
に
伝
え
る
べ
き

○
そ
の
ほ
か
市
民
に
伝
え
る
べ
き

と
市
長
が
判
断
す
る
緊
急
情
報

と
市
長
が
判
断
す
る
緊
急
情
報

▽
申
込
み

▽
申
込
み

○
携
帯
電
話
、ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

○
携
帯
電
話
、ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

に
情
報
提
供
を
希
望
す
る
方
…
登

に
情
報
提
供
を
希
望
す
る
方
…
登

録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（

録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（a@

anzen.
a@
anzen.

city.fuchu.tokyo.jp
city.fuchu.tokyo.jp

）に
タ
イ
ト

）に
タ
イ
ト

ル
、内
容
を
入
力
せ
ず
に
メ
ー
ル

ル
、内
容
を
入
力
せ
ず
に
メ
ー
ル

を
送
信
／
そ
の
後
、登
録
先
な
ど

を
送
信
／
そ
の
後
、登
録
先
な
ど

を
記
載
し
た
電
子
メ
ー
ル
が
市
か

を
記
載
し
た
電
子
メ
ー
ル
が
市
か

ら
送
信
さ
れ
ま
す
の
で
、利
用
規

ら
送
信
さ
れ
ま
す
の
で
、利
用
規

約
を
確
認
後
、必
要
事
項
を
入
力

約
を
確
認
後
、必
要
事
項
を
入
力

し
登
録
／
午
前
１
時
〜
４
時
は
保

し
登
録
／
午
前
１
時
〜
４
時
は
保

守
の
た
め
登
録
不
可

守
の
た
め
登
録
不
可

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
情
報
提
供
を
希

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
情
報
提
供
を
希

望
す
る
方
…
電
話
で
地
域
安
全
対

望
す
る
方
…
電
話
で
地
域
安
全
対

策
課（
３
３
５
・
４
１
４
７
）へ

策
課（
３
３
５
・
４
１
４
７
）へ

※
登
録
し
た
情
報
は
、サ
ー
ビ
ス

※
登
録
し
た
情
報
は
、サ
ー
ビ
ス

提
供
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

提
供
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

※
安
全
な
生
活
を
脅
か
す
市
内
の

※
安
全
な
生
活
を
脅
か
す
市
内
の

犯
罪
、事
件
、火
災
な
ど
の
情
報
が

犯
罪
、事
件
、火
災
な
ど
の
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、電
子
メ
ー
ル

あ
り
ま
し
た
ら
、電
子
メ
ー
ル

（（fuchu-anzen@
city.fuchu.

fuchu-anzen@
city.fuchu.

tokyo.jp
tokyo.jp

）で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

）で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　　　運動の重点
●子供の犯罪被害防止
　● 住宅を対象とする侵入犯罪の防止
　　●ひったくりの被害防止
　　　●性犯罪の被害防止
　　　　●振り込め詐欺、還付金詐欺の
　　　　　被害防止

　市では、安全で安心なまちづくりを進めるため、道路や歩道
などに防犯灯・交通安全灯を設置しています。
　防犯灯・交通安全灯の球切れを発見した場合は、支柱に付い
ている管理番号と所在地を地域安全対策課にご連絡くださ
い。
　問合せは、地域安全対策課施設管理係（３３５・４０６９）
へ。

全国地域安全運動全国地域安全運動全国地域安全運動
10/11（木）（木）

 ～20（土）（土）

10/11（木）（木）

 ～20（土）（土）

10/11（木）
 ～20（土）

守ろうよ　わたしの好きな　街だから

緊
急
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

ご連絡ください～防犯灯・交通安全灯の球切れ

「「いかのおすしいかのおすし」」
・知らない人について・知らない人についていかいかないない
・他人の車に・他人の車にののらないらない
・・おおお声を出すお声を出す
・・すすぐ逃げるぐ逃げる
・何かあったらすぐ・何かあったらすぐししらせるらせる

子
供
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
に
、

５
つ
の
約
束

「
い
か
の
お
す
し
」を

教
え
ま
し
ょ
う
。
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お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
19
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
、９
月
の
市

議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、財
政
課（
３
３
５
・
４
０
２
５
）へ
。

平
成
19
年
度

事
務
事
業
評
価
の

結
果

　

市
で
は
、市
政
の
透
明
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、行
財
政
運
営
の
恒
常

的
な
見
直
し
を
行
う
た
め
、事
業
の

実
績
や
そ
の
効
果
な
ど
を
踏
ま
え

た
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、そ
の
結

果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、平
成
18
年
度

実
績
に
基
づ
く
事
後
評
価
と
し

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

府
中
市
行
財
政
改
革

推
進
プ
ラ
ン（
案
）

　

市
で
は
、第
５
次
府
中
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の「
第
３
部

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
」を
、行

財
政
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
位

置
付
け
、平
成
20
年
度
か
ら
の
行

財
政
改
革
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

個
別
プ
ラ
ン
を
示
し
た「
府
中
市

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン（
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
案
は
、10
月
12
日（
金
）か

ら
11
月
12
日（
月
）に
、市
役
所
３

階
企
画
課
、各
文
化
セ
ン
タ
ー
、市

政
情
報
セ
ン
タ
ー
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.fuc

hu.tokyo.jp/

）で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

　

問
合
せ
は
、企
画
課（
３
３
５
・

◆一般会計補正予算の内訳◆
歳入

科　　目 補正前の額 補 正 額 補正後の額
市 税 482億2090万7千円 10億2078万6千円 492億4169万3千円
分担金及び負担金 8億6401万9千円 1093万7千円 8億7495万6千円
国 庫 支 出 金 81億 344万4千円 3906万3千円 81億4250万7千円
都 支 出 金 60億9914万5千円 8492万1千円 61億8406万6千円
繰 入 金 31億  35万7千円 △　　19億 255万5千円 11億9780万2千円
繰 越 金 8億円8456万7千 21億6703万7千円 29億6703万7千円
諸 収 入 23億6377万5千円 4億2919万7千円 27億9297万2千円
市 債 24億3000万円 △　　　　 3900万円 23億9100万円
歳 入 合 計 801億1000万円 18億1038万6千円 819億2038万6千円

歳出
科　　目 補正前の額 補 正 額 補正後の額

総 務 費 100億 604万9千円 1500万3千円 100億2105万2千円
民 生 費 334億4886万2千円 1750万4千円 334億6636万6千円
衛 生 費 86億5027万8千円 901万4千円 86億5929万2千円
農 林 水 産 業 費 9400万円 　 105万円 　 9505万円
商 工 費 5億 738万9千円 540万円 5億1278万9千円
土 木 費 60億6253万9千円 6500万円 61億2753万9千円
消 防 費 30億 256万8千円 132万3千円 30億 389万1千円
教 育 費 125億5782万円 　 8209万2千円 126億3991万2千円
諸 支 出 金 2億7144万9千円 16億1400万円 18億8544万9千円
歳 出 合 計 801億1000万円 18億1038万6千円 819億2038万6千円
※歳入・歳出合計は、補正をしない科目を含めた予算の総額です。

◆特別会計補正予算の内訳◆
会　計 補正前の額 補 正 額 補正後の額

老 人 保 健 医 療 137億7919万円 　 2億3495万円 　 140億1414万円 　
介 護 保 険 98億8052万2千円 4億9807万8千円 103億7860万円 　
競 走 事 業 902億2646万5千円 4億3236万8千円 906億5883万3千円

一
般
会
計

　

補
正
予
算
で
は
、18
億
１
０
３

８
万
６
千
円
を
、歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
増
額
し
、平
成
19
年
度
の
予

算
総
額
は
８
１
９
億
２
０
３
８
万

６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

　

歳
入
で
は
、市
税
で
10
億
２
０

７
８
万
６
千
円
、分
担
金
及
び
負

担
金
で
１
０
９
３
万
７
千
円
、国

民
年
金
事
務
費
負
担
金
や
住
宅
・

建
築
物
耐
震
改
修
等
事
業
費
補
助

金
な
ど
の
国
庫
支
出
金
で
３
９
０

６
万
３
千
円
、民
生
・
衛
生
費
関
係

の
補
助
金
の
包
括
化
に
伴
う
予
算

の
組
み
直
し
の
ほ
か
、観
光
案
内

板
等
設
置
事
業
費
補
助
金
、教
育

研
究
事
業
に
対
す
る
委
託
金
な
ど

の
都
支
出
金
で
８
４
９
２
万
１
千

円
、前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
21

億
６
７
０
３
万
７
千
円
、諸
収
入

で
４
億
２
９
１
９
万
７
千
円
を
増

額
し
、ま
た
、繰
入
金
で
19
億
２
５

５
万
５
千
円
、市
債
で
３
９
０
０

万
円
を
減
額
し
、合
計
で
18
億
１

０
３
８
万
６
千
円
を
増
額
し
ま
し

た
。

■
歳
出

○
総
務
費
…
庁
舎
等
管
理
費
で
６

１
２
万
６
千
円
、文
化
セ
ン
タ
ー

の
施
設
管
理
及
び
整
備
に
係
る
経

費
で
８
８
７
万
７
千
円
、合
計
で

１
５
０
０
万
３
千
円
を
増
額
し
ま

し
た

○
民
生
費
…
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム

の
改
修
な
ど
に
係
る
経
費
で
５
６

３
１
万
５
千
円
、国
・
都
の
補
助
金

な
ど
の
精
算
返
還
金
で
８
６
１
７

万
円
、介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
で
２
０
６
２
万
５
千
円
な

ど
を
増
額
し
、ま
た
、三
本
木
保
育

所
の
増
築
計
画
変
更
に
伴
う
経
費

で
１
億
４
６
６
９
万
２
千
円
を
減

額
し
、合
計
で
１
７
５
０
万
４
千

円
を
増
額
し
ま
し
た

○
衛
生
費
…
臨
時
予
防
接
種
費
で

４
６
０
万
４
千
円
、健
康
診
査
用

等
機
器
整
備
費
で
４
４
１
万
円
、

合
計
で
９
０
１
万
４
千
円
を
増
額

し
ま
し
た

○
農
林
水
産
業
費
…
子
ど
も
農
業

体
験
推
進
事
業
費
で
１
０
５
万
円

を
増
額
し
ま
し
た

○
商
工
費
…
観
光
振
興
事
業
費
で

５
４
０
万
円
を
増
額
し
ま
し
た

○
土
木
費
…
耐
震
改
修
促
進
計
画

策
定
費
で
６
０
０
万
円
、狭
あ
い

道
路
整
備
事
業
費
補
助
金
で
２
８

５
０
万
円
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
事
業
費
補
助
金
で
３
０
０
万

円
、公
園
管
理
費
で
８
０
０
万
円
、

緑
道
等
管
理
費
で
１
２
０
０
万
円

な
ど
、合
計
で
６
５
０
０
万
円
を

増
額
し
ま
し
た

○
消
防
費
…
防
災
施
設
管
理
費
で

１
３
２
万
３
千
円
を
増
額
し
ま
し

た○
教
育
費
…
理
科
、人
権
及
び
国

際
理
解
な
ど
の
教
育
研
究
に
係
る

経
費
で
３
７
０
万
１
千
円
、給
食

用
消
耗
器
材
及
び
備
品
整
備
に
係

る
経
費
で
４
２
４
９
万
５
千
円
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
費
で
45

万
４
千
円
、郷
土
の
森
博
物
館
整

備
事
業
費
で
１
１
４
１
万
８
千

円
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
費
で
２
４
０
２
万
４
千
円
、合

計
で
８
２
０
９
万
２
千
円
を
増
額

し
ま
し
た

○
諸
支
出
金
…
公
共
施
設
整
備
基

金
へ
の
積
立
金
で
16
億
１
４
０
０

万
円
を
増
額
し
ま
し
た

特
別
会
計

■
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

　

支
払
基
金
交
付
金
の
精
算
返
還

金
な
ど
で
、歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
４
９
５
万
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

国
庫
支
出
金
の
精
算
返
還
金
な

ど
で
、歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億

９
８
０
７
万
８
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

■
競
走
事
業
特
別
会
計

　

前
年
度
繰
越
金
で
、歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
億
３
２
３
６
万
８
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

て
、第
５
次
府
中
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
の
施
策
か
ら
１
１
８

事
業
に
つ
い
て
、左
の
表
の
と
お

り
担
当
部
課
長
に
よ
る
評
価
と
、

行
政
評
価
委
員
会
が
コ
メ
ン
ト
を

つ
け
る
総
合
的
な
評
価
を
行
い
ま

し
た
。

　

事
務
事
業
評
価
の
結
果
は
、市

役
所
３
階
市
政
情
報
公
開
室
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.fuchu.tokyo.jp/

）で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
事
務
事
業
評
価
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

推
進
協
議
会
か
ら
の
報
告

　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
推

進
協
議
会
で
は
、平
成
17
年
度
か

ら
21
年
度
を
前
期
計
画
期
間
と
し

た
府
中
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
に
基
づ
く
平
成
18
年
度
の
市

の
取
組
み
状
況
を
把
握
し
、事
業

の
進
ち
ょ
く
状
況
の
評
価
・
見
直

し
提
案
な
ど
の
協
議
を
行
い
、報

告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
、市
役
所
３
階

市
政
情
報
公
開
室
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.fuc

hu.tokyo.jp/

）で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

　

問
合
せ
は
、子
育
て
支
援
課
推

進
係（
３
３
５
・
４
１
９
２
）へ
。

つ
い
て
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
・
問
合
せ
は
、企
画
課

（
３
３
５
・
４
０
１
０
）へ
。

４
０
０
６
）へ
。

■
主
な
内
容

○
適
切
で
効
果
的
な
情
報
の
公
開

○
広
報
活
動
の
充
実

○
広
聴
活
動
の
拡
充

○
市
民
参
画
の
推
進

○
計
画
的
な
行
財
政
の
運
営

○
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営

の
推
進

○
職
員
の
育
成
と
組
織
の
活
性
化

○
財
政
運
営
の
効
率
化

■
意
見
の
募
集

　

こ
の
案
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
方
法 

11
月
12
日（
月
）ま

で（
必
着
）に
、住
所
、氏
名
、意
見

を
記
入
し
て
、〒
183

－

8703
総
務
部

企
画
課
へ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
３
６
・
６

１
３
１
）、電
子
メ
ー
ル（kikaku

09@
city.fuchu.tokyo.jp

）、
ま

た
は
市
役
所
３
階
企
画
課
、各
文

化
セ
ン
タ
ー

、市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
持
参
可

◆事務事業評価の結果◆

評点 担当部課長
の評価

行政評価委
員会の評価

現
状
の
ま
ま
継
続

大幅な見直しは必
要ない 72 80

見直しには法令な
どの改正が必要 0 0

見直しの必要性が
あるが時期尚早 6 1

現状では見直しが
不可能 0 0

計 78 81

見
直
し
て
継
続

重点化・拡大 19 13
構成事業の見直し 18 16
構成事業の移行（他
事務事業への移行） 2 5

規模の縮小 0 0
計 39 34

休止 0 0
廃止 1 2
完了 0 1

合　計 118 118

　昨年12月に発覚し、本年９月に
新聞、テレビなどで報道された税
の徴収に関連した納税課の元徴収
嘱託員の着服事件につきまして
は、市民の皆様に大変ご迷惑をお
掛けいたしました。深くお詫び申
しあげます。
　事件後ただちに、徴収嘱託員の
収納方法を見直すとともに、収納
状況の確認体制を強化いたしまし
た。
　今後、さらに収納管理を徹底し、
二度とこのようなことがないよう
に取り組んでまいります。

元徴収嘱託員の
着服事件についてのお詫び

府中市長
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歳入総額
785億8422万4千円

歳出総額
755億1718万6千円

◆平成18年度　一般会計歳入・歳出決算の概況◆

歳入

歳出

国庫支出金
80億9869万2千円（10.3％）

都支出金
59億9275万7千円（7.6％）

諸収入
38億4767万2千円
（4.9％）

地方消費税交付金
28億6989万7千円
（3.6％）

地方譲与税
19億5580万5千円（2.5％）

使用料及び手数料　18億2590万7千円（2.3％）

繰越金　14億9761万5千円（1.9％）

その他
63億8105万6千円（8.2％）

土木費
62億5585万2千円（8.3％）

公債費　50億5476万5千円（6.7％）

その他　68億9713万4千円（9.1％）

市税市税
461461億14821482万3千円千円
（58.758.7％）％）

民生費民生費
314314億41204120万7千円千円
（41.641.6％）％）

教育費教育費
9999億5万3千円千円
（13.113.1％）％）

0

400億円

550億円

500億円

450億円

平成14年度 15年度 16年度 17年度 18年度
※市債は下水道事業特別会計分を除きます。

◆市税・市債・基金の推移◆

市債 基金市税

　個人市民税が上向く中、歳出の伸びに対して、恒久的減税及び先
行減税による市税の減収を補てんするための減税補てん債や義務
教育施設整備事業債などを活用し、適正に市債を借り入れ、財源を
確保し、道路や公園の築造、老朽化による施設の改修や学校の耐震
化など、将来の財政負担に備え、計画的に基金を積み立てています。

◆市民１人当たりの市税負担額と行政サービス費用◆

　平成18年度の市税総額は、461億1482万3千円となり、これを市
民１人当たりの金額にすると19万3418円で、前年度と比べ4904
円（2.6％）の増となっています。
　これに対して、福祉、教育、都市環境の整備などの行政サービス
費用は、一般会計と７特別会計（競走事業特別会計除く）の合計で、
市民１人当たり48万8033円となり、市税負担と比べ2.5倍となっ
ています。

総務費
91億2016万5千円（12.1％）

衛生費
68億4801万円（9.1％）

市債　428億4188万6千円

市税　461億1482万3千円

基金　470億9131万5千円

市税負担額　193,418円
市民税 90,858円（47.0％）

固定資産税 83.690円（43.3％）

その他 18,870円（9.7％）

行政サービス費用　行政サービス費用　488,033488,033円

市税
461億1482万3千円
（58.7％）

民生費
314億4120万7千円
（41.6％）

教育費
99億5万3千円
（13.1％）

行政サービス費用　488,033円

◆平成18年度　各特別会計歳入・歳出決算の概況◆
会　計　別 最終予算額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

国 民 健 康 保 険 200億1698万1千円 188億9847万7千円 94.4 188億2661万2千円 94.1

老 人 保 健 医 療 140億1984万9千円 134億1840万7千円 95.7 131億8345万5千円 94.0

介 護 保 険 93億9957万4千円 91億9610万1千円 97.8 88億9726万円 　 94.7

競 走 事 業 815億9129万4千円 821億 100万2千円 100.6 815億6863万4千円 99.9

公 共 用 地 11億1752万1千円 11億5122万1千円 103.0 10億8900万8千円 97.4

下 水 道 事 業 43億7434万5千円 43億7261万1千円 99.9 42億8484万3千円 98.0

受 託水道事業 14億4110万円 　 13億8276万5千円 96.0 13億8276万5千円 96.0

火 災共済事業 993万3千円 368万5千円 37.1 246万2千円 24.8

合 計 1319億7059万7千円 1305億2426万9千円 98.9 1292億3503万9千円 97.9

◆市債の状況◆
区　　　分 17年度末現在高 18年度起債額 18年度償還額 18年度末現在高

一
般
会
計

教 育 債 125億9909万3千円 3億 100万円 　 11億 560万9千円 117億9448万4千円

土 木 債 101億2490万円 　 3億1900万円 　 9億7473万4千円 94億6916万6千円

そ の 他 222億7131万2千円 12億2180万円 　 19億1487万6千円 215億7823万6千円

下水道事業特別会計 92億6690万4千円 4億5730万円 　 12億8800万4千円 84億3620万円 　

合 計 542億6220万9千円 22億9910万円 　 52億8322万3千円 512億7808万6千円
※「一般会計」は、公共用地特別会計分を含みます。
※「その他」は、総務債、民生債、衛生債、消防債、減税補てん債、臨時財政対策債です。

◆主な市有財産の状況◆
種　　　別 18年度末の状況 内　　　容

土 地 154万1254.85m2 庁舎、学校、公園などの敷地

建 物  60万 894.78m2 庁舎、学校、文化センターなどの建物

基 金 現 在 高 470億9131万5千円 財政調整基金、公共施設整備基金、緑化基金ほか

決
算
の
状
況

　

平
成
18
年
度
の
日
本
経
済
は
、

企
業
収
益
が
改
善
す
る
な
ど
企
業

部
門
の
好
調
さ
が
持
続
し
、こ
れ

が
家
計
部
門
へ
波
及
し
て
国
内
民

間
需
要
に
支
え
ら
れ
た
緩
や
か
な

回
復
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、市
で
は
、将
来

を
見
据
え
、事
業
の
必
要
性
を
見

極
め
、見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を

徹
底
し
つ
つ
、「
心
ふ
れ
あ
う　

緑

ゆ
た
か
な　

住
み
よ
い
ま
ち
」の

実
現
に
向
け
、福
祉
、教
育
、環
境
、

観
光
、防
災
な
ど
の
施
策
を
積
極

的
に
進
め
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、最
終
予
算
額

７
８
５
億
２
９
７
万
７
千
円
に
対

し
て
、収
入
済
額
は
７
８
５
億
８

４
２
２
万
４
千
円（
収
入
率
１
０

０
・
１
％
）と
な
り
、前
年
度
と
比

較
し
て
２
億
５
８
８
４
万
６
千
円

（
０
・
３
％
）の
増
、支
出
済
額
は
７

５
５
億
１
７
１
８
万
６
千
円（
執

行
率
96
・
２
％
）で
、前
年
度
と
比

較
し
て
12
億
１
０
５
７
万
８
千
円

（
１
・
６
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

　

歳
入
で
は
、財
源
の
中
心
と
な

る
市
税
が
、個
人
住
民
税
の
伸
び

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
18
年
度
決
算
の
状
況

に
よ
り
、前
年
度
と
比
較
し
て
市

税
全
体
で
15
億
５
１
１
６
万
９
千

円（
３
・
５
％
）の
増
で
、歳
入
総
額

に
占
め
る
市
税
の
割
合
は
58
・
７

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、三
位

一
体
改
革
に
伴
う
地
方
譲
与
税

は
、６
億
７
９
８
２
万
円（
53
・
３

％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
ほ

か
の
歳
入
で
は
、前
年
度
の
市
債

に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
新
築
事
業

債
分
６
億
４
７
０
０
万
円
が
含
ま

れ
て
い
た
た
め
14
億
１
９
３
０
万

円（
51
・
８
％
）と
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
。

■
歳
出

　

歳
出
で
は
、前
年
度
と
比
較
し

て
、消
防
費
で
８
６
３
３
万
４
千

円（
３
・
０
％
）、教
育
費
で
５
億
９

７
９
０
万
２
千
円（
６
・
４
％
）、諸

支
出
金
で
９
億
４
１
０
７
万
円

（
48
・
０
％
）と
そ
れ
ぞ
れ
増
に
な

り
、総
務
費
で
５
億
１
５
７
７
万

５
千
円（
５
・
４
％
）、衛
生
費
で
16

億
３
０
５
３
万
１
千
円（
19・２
％
）

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○権利擁護センター事業の実施
○障害者就労支援施設の開設及
び農園の整備
○高倉保育所及び介護予防推進
センターの開設
○水と緑のネットワーク拠点整
備に伴う測量・設計委託
○子供たちに自然体験・自然学習
の場を提供する「水辺の楽校」の
開校
○府中景観ガイドマップの作成
○けやき並木保存管理計画の策
定

平成18年度に実施した平成18年度に実施した
主な事業主な事業

　

平
成
18
年
度
決
算
が
、９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、財
政
課（
３
３
５
・
４
０
２
５
）へ
。
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高
齢
者
の
方
な
ど
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

▽
期
間 

10
月
15
日（
月
）か
ら
平

成
20
年
1
月
31
日（
木
）／
接
種
時

間
は
左
の
表
の
各
協
力
医
療
機
関

の
診
療
時
間
内

▽
対
象 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、接
種
を
希
望
す
る
方

①
接
種
時
に
65
歳
以
上
の
市
民

②
接
種
時
に
60
〜
64
歳
で
心
臓
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
な
ど

で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
市
民

▽
費
用 

２
２
０
０
円

※
接
種
時
に
は
、健
康
保
険
証
、医

療
受
給
者
証
、高
齢
受
給
者
証
の

い
ず
れ
か
と
費
用
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。な
お
、②
の
方
は
身
体
障

害
者
手
帳
が
必
要
で
す
。

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
接
種
を

希
望
す
る
方
は
、接
種
時
に
無
料

接
種
券（
市
役
所
６
階
生
活
援
護

課
に
用
意
）を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ 

保
健
セ
ン
タ
ー

分
館
成
人
保

健
係（
３
６
８
・
６
５
１
１
）

加
入
は
お
済
み
で
す
か

交
通
災
害
共
済

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」

　

交
通
災
害
共
済
は
、市
民
の
皆

さ
ん
が
万
一
、交
通
事
故
に
遭
っ

た
と
き
に
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。

建
築
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
な
ま
ち
に

違
反
建
築
防
止
週
間

　

10
月
11
日（
木
）か
ら
17
日（
水
）

は
、「
違
反
建
築
防
止
週
間
」で
す
。

建
築
基
準
法
に
は
、国
民
の
生
命
・

健
康
・
財
産
を
守
る
た
め
、地
震
や

火
災
な
ど
に
対
す
る
安
全
性
、建

築
物
の
敷
地
、周
囲
の
環
境
な
ど

に
つ
い
て
必
要
な
基
準
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
建
築
は
、建
築
主
が
法
令

を
遵
守
し
て
建
築
す
る
意
識
が
あ

れ
ば
、防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
、建
築
の
手

続
き
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
は
、建
築
指
導
課
建
築

監
察
係（
３
３
５
・
４
４
７
８
）へ
。

■
建
築
の
手
続
き
の
流
れ

○
建
築
計
画
…
居
住
性
、安
全
性
、

耐
久
性
を
考
え
た
建
物
を
設
計

し
、近
隣
の
方
々
に
建
物
の
計
画

概
要
を
説
明
す
る

○
確
認
申
請
…
新
築
、増
築
、改
築

の
建
築
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、

建
築
確
認
を
受
け
る

○
工
事
…
工
事
監
理
者
と
工
事
施

工
者
を
届
け
出
て
、現
地
の
見
や

す
い
と
こ
ろ
に
確
認
が
あ
っ
た
旨

の
表
示
を
す
る

○
中
間
検
査（
一
定
規
模
以
上
）…

中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
を
受
け

る○
完
了
検
査
…
完
成
後
、完
了
検

査
を
受
け
、検
査
済
証
の
交
付
を

受
け
る

▽
対
象

○
市
に
住
民
票
、ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
が
あ
る
方

○
加
入
す
る
方
と
生
計
を
共
に

し
、就
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し

て
い
る
方

▽
共
済
期
間 

申
込
み
の
翌
日
か

ら
平
成
20
年
３
月
31
日（
月
）

▽
会
費

○
Ａ
コ
ー
ス
…
１
０
０
０
円（
見

舞
金
最
高
額
３
０
０
万
円
）

○
Ｂ
コ
ー
ス
…
５
０
０
円（
見
舞

金
最
高
額
１
５
０
万
円
）

▽
申
込
み 

市
役
所
５
階
地
域
安

全
対
策
課
・
１
階
総
合
窓
口
課
、各

文
化
セ
ン
タ
ー

へ

※
３
歳
以
上
の
未
就
学
児
、生
活

保
護
受
給
世
帯
の
方
、身
体
障
害

者
手
帳
１
〜
３
級
・
愛
の
手
帳
１

〜
３
度
・
精
神
障
害
者
8
健
福
祉

手
帳
１
〜
３
級
の
方
、18
歳
未
満

の
子
供
が
い
る
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
、市
の
会
費
負

担
で
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
で
き
ま

す
。な
お
、申
込
み
の
際
に
こ
れ
ら

を
証
明
で
き
る
も
の
が
必
要
で

す
。

※
小
・
中
学
生
と
消
防
団
員
の
方

は
、市
で
Ｂ
コ
ー
ス
に
一
括
加
入

し
て
い
ま
す
の
で
、加
入
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
Ｂ
コ
ー
ス
に
申
込
み
を
し
た
方

で
、Ａ
コ
ー
ス
へ
の
変
更
を
希
望

す
る
方
は
、５
０
０
円
を
自
己
負

担
す
る
こ
と
で
、Ａ
コ
ー
ス
に
変

更
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ 

地
域
安
全
対
策
課
安

全
係（
３
３
５
・
４
１
４
７
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
福
祉
基
金
へ　

▽
む
さ
し
府
中

民
謡
連
盟　

六
万
八
六
六
六
円

医療機関 名 所 在 地 電話番号 医 療 機 関 名 所 在 地 電話番号
朝 日 町 ク リ ニ ッ ク 朝日町２の28 ３５２・５２３３ 大 木 医 院 清水が丘１の６ ３６１・２６５２
新 谷 医 院 朝日町２の30 ３６１・９４１９ 久 米 医 院 清水が丘２の３ ３３５・１５１５
榊 原 記 念 病 院 朝日町３の16 ３１４・３１１１ 武 蔵 野 医 院 清水が丘３の８ ３６１・４４６０
中 島 整 形 外 科 医 院 白糸台２の５ ３６６・２５５７ 野 本 医 院 是　政１の５ ３６３・２７３６
康 野 診 療 所 白糸台２の10 ３６５・３６６６ 共 済 会 櫻 井 病 院 是　政２の36 ３６２・５１４１
しらいとだい整形外科 白糸台２の10 ３５８・４０１４ 平 林 医 院 是　政５の４ ３６５・３５５０
白 糸 台 皮 ふ 科 白糸台３の２ ３６３・１１１２ 南 町 医 院 南　町４の31 ３６０・２６１１
ふの内科クリニック 白糸台３の８ ３５８・８１２８ 近 藤 医 院 本　町１の１ ３６１・７７３８
慈 秀 病 院 白糸台３の16 ３６９・１５１１ 久 米 井 医 院 本　町２の25 ３６１・７８４８
笠 間 産 婦 人 科 医 院 白糸台３の50 ３６６・８８２８ 加 藤 内 科 本　町４の12 ３６６・２２７７
笈 川 医 院 白糸台６の16 ３６１・３８８５ 草 間 医 院 片　町３の３ ３６２・７７６７
品 田 医 院 押立町１の24 ３６８・５５９８ 若 林 医 院 片　町３の21 ３６２・１６１１
ながた内科クリニック 小柳町２の12 ３６９・０７０７ 真 鍋 眼 科 宮西町３の21 ３６１・２９１２
野 々 田 小 児 科 内 科 小柳町３の32 ３６９・２５６１ 村 上 医 院 宮西町５の２ ３６１・２０７１
喜 楽 会 ク リ ニ ッ ク 若松町２の４ ３６９・１１６１ 寿町腎・内科クリニック 寿　町１の１ ３６１・５７５０
東 府 中 病 院 若松町２の７ ３６４・０１５１ 赤 澤 ク リ ニ ッ ク 寿　町１の１ ３５８・２２５５
ほ さ か ク リ ニ ッ ク 若松町３の２ ３５８・９９０１ 津久井内科おなかクリニック 寿　町１の１ ３０６・５８２８
え は ら 医 院 若松町３の35 ３３６・７６７６ 府中脳神経外科診療所 寿　町１の３ ３６０・７６５５
田 口 医 院 浅間町３の３ ３６１・９５１８ 大 阿 久 医 院 寿　町３の２ ３６８・２４３５
森 田 小 児 科 医 院 天神町１の１ ３６６・１０５０ ジェイタワークリニック 日鋼町１の１ ３３０・７３１８
天 神 町 ク リ ニ ッ ク 天神町１の11 ３６１・５５０５ 今 井 内 科 眼 科 医 院 晴見町１の17 ３６１・４６１３
新 町 ク リ ニ ッ ク 新　町１の55 ３５４・１８７８ 府 中 医 王 病 院 晴見町１の20 ３６２・４５００
富 谷 整 形 外 科 医 院 新　町１の58 ３６４・００８３ 高 野 医 院 晴見町３の11 ３６１・９５７８
金 田 医 院 新　町１の63 ３６２・８６０３ 小 泉 医 院 栄　町１の25 ３６１・５０４９
水 野 小 児 科 医 院 新　町２の39 ３６３・２７２７ 協 和 診 療 所 栄　町２の10 ３６１・３２９６
河 村 医 院 新　町３の12 ３６１・６８２５ 高橋内科クリニック 栄　町２の11 ３６９・３８５５
府 中 新 町 医 院 新　町２の64 ３６７・２１２２ 元 町 内 科 診 療 所 栄　町３の22 ３６１・９４７８
若 栗 医 院 幸　町１の35 ３６１・３１８１ 堀 川 医 院 武蔵台１の20 ０４２・５７５・７８５７
幸 町 産 婦 人科診療所 幸　町２の13 ３６１・５０４３ 根 岸 病 院 武蔵台２の12 ０４２・５７２・４１２１
杉本内科消化器科小児科 府中町１の１ ３６８・５８１４ 前 田 内 科・循 環 器 科 武蔵台３の２ ０４２・３２１・０２０６
府 中 腎 ク リ ニ ッ ク 府中町１の８ ３６６・８９０９ 辻 医 院 武蔵台３の39 ３２１・５２９９
片 山 ク リ ニ ッ ク 府中町１の８ ３６６・２７９１ 浅 川 医 院 北山町２の18 ０４２・５７２・３８１２
三ツ木内科クリニック 府中町１の11 ３３３・９５９５ 河 合 ク リ ニ ッ ク 西原町２の18 ０４２・５８０・４５００
府 中 駅 前 耳 鼻 科 府中町１の12 ３６７・４０２５ 杉原整形外科クリニック 西原町２の18 ０４２・５０１・９２３１
な の は な クリニック 府中町１の12 ３５８・４１５８ 西原町脳神経外科クリニック 西原町２の18 ０４２・５７１・９５７１
府 中 診 療 所 府中町１の13 ３６５・０３２１ 野 崎 医 院 西原町４の28 ０４２・５７２・９６２１
岩 田 医 院 府中町１の25 ３６４・７３２６ 奥 島 病 院 美好町１の22 ３６０・００３３
い し い 内 科・小 児 科 府中町２の13 ３５２・３０３０ 繁 田 小 児 科 医 院 美好町２の20 ３６６・０５６６
河 野 ク リ ニ ッ ク 府中町２の13 ３６９・３６１０ 分 倍 医 院 美好町３の３ ３６１・４７２２
木 田 医 院 府中町２の22 ３６８・５６８８ 美 好 腎 ク リ ニ ッ ク 美好町３の13 ３６６・８３３３
府 中 ク リ ニ ッ ク 緑　町１の３ ３６６・５４８３ 武 藤 医 院 分梅町１の10 ３６５・１７０１
白 倉 医 院 緑　町１の18 ３６０・０１０２ 中河原内科クリニック 住吉町１の84 ３５１・０２６７
ミ ド リ・ク リ ニ ッ ク 緑　町１の23 ３５２・２０６０ 日 野 ク リ ニ ッ ク 住吉町２の15 ３３０・３６００
赤須内科クリニック 緑　町２の17 ３３４・０７８０ 島 中 整 形 外 科 住吉町４の10 ３６６・２７１７
大 崎 医 院 緑　町３の３ ３６１・３１６９ 井 手 医 院 住吉町４の15 ３６１・９４５８
府中あおばクリニック 宮　町１の40 ３６１・５５９５ 石 田 医 院 住吉町５の１ ３３４・２２２３
効 生 堂 医 院 宮　町１の40 ３３４・４１８８ 府 中 恵 仁 会 病 院 住吉町５の21 ３６５・１２１１
松 尾 医 院 宮　町３の２ ３６１・３２６３ 呉 医 院 四　谷１の３ ３６２・６２７１
平 山 内 科 医 院 八幡町１の７ ３６１・７７６９ 府中よつやクリニック 四　谷３の37 ３３６・７２２２
おおば内科泌尿器科クリニック 清水が丘１の１ ４０１・２１３４ 府中日新町内科クリニック 日新町５の53 ３６９・３６００
小木曽内科眼科医院 清水が丘１の４ ３３６・３８４８ 中村内科クリニック 西府町２の12 ３６２・２１１２

◆インフルエンザ予防接種協力医療機関◆

▽日時 11月23日（祝）午後２時～
８時／雨天中止
▽集合・解散場所　府中公園
▽対象 小学生以上で、保護者が
同伴できる方、または20歳以上の
責任者が同伴できるグループ
▽定員 300人（抽せん）
▽費用 600円（保険料・軽食代ほ
か）
▽行程 府中公園～東京農工大学
～武蔵台公園～熊野神社～西府文
化セン
ター～府中公園（約12キロメー

トル）
▽申込み 10月25日（木）まで（当
日消印有効）に、はがきに参加希望
者全員の住所、氏名（ふりがな）、年
齢、学校名・学年、電話番号を記入
して、〒183－ 8703子ども家庭部
児童青少年課「ナイトハイク」係へ
※10人以上のグループは、決めら
れた用紙（市役所６階児童青少年
課に用意）で、児童青少年課へ。
■同行ボランティア募集
▽対象 18歳以上で青少年活動に

関心があり、約12キロメー
トルを歩ける

健康な方
▽定員 30人（抽せん）
▽内容 ナイトハイクに同行し、
参加者の安全確保などに協力
※説明会と実地踏査を11月11日
（日）午後１時～７時に行います。
▽申込み 10月25日（木）までに、
電話で児童青少年課へ

◇　　　◇　　　◇
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

▲楽しく元気に市内を歩こう

府中 de ハイク

ナイトハイク参加者募集ナイトハイク参加者募集ナイトハイク参加者募集
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見て触れて学ぶ
野外体験事業

■日帰り牧場体験学習会
▽日程 11月10日（土）
▽集合時間・場所　午前７時半に市役
所西玄関前
▽定員 70人（抽せん）
▽費用 500円（保険料、食事代）
▽内容 松下農場（静岡県富士宮市）
で、乳牛の搾乳・えさやり・ブラッシン
グ体験ほか
■冬の星空観察会
▽日程 12月８日（土）・９日（日）／１
泊２日
▽集合時間・場所　午前８時半に市役
所西玄関前
▽定員 80人（抽せん）
▽費用 小学生5500円、中学生5900
円、保護者4900円（宿泊費、食事代ほか）
▽内容 八ヶ岳府中山荘で、天体望遠
鏡作りと移動天文観測車ペガサスⅡに
よる星空観測
※11月23日（祝）午前９時から郷土の森
博物館で行う事前勉強会に、必ず出席
してください。

◇　　　◇　　　◇
▽対象 小・中学生（小学１～３年生は
保護者同伴）
▽申込み 10月24日（水）まで（必着）に、
はがきに参加希望事業名、参加希望者
全員の住所、氏名（ふりがな）、年齢、学
校名・学年、電話番号を記入して、〒18
3－8703子ども家庭部児童青少年課「野
外体験」係へ
▽問合せ 児童青少年課青少年係（３
３５・４４２７）

親子オリジナル自然図鑑づくり「親
子で力を合わせて、冒険しよう！」

▽日時 11月３日（祝）午前９時～午後
３時
▽場所 府中の森公園
▽対象 小学生の市民と保護者
▽定員 100人（抽せん）
▽費用 500円（資料代、保険料）
▽内容 ウォークラリー、オリジナル
自然図鑑作り、クリスマスキャンドル
立て作り
▽申込み 10月24日（水）まで（必着）に、
はがきに参加希望者全員の住所、氏名
（ふりがな）、学校名・学年、電話番号を
記入して、府中「多摩・島しょ子ども体
験塾」事務局「自然体験」係（〒183－
8703子ども家庭部児童青少年課内）へ
▽問合せ 府中「多摩・島しょ子ども体

験塾」事務局（３３５・４４２７＝児
童青少年課内）

地域ふれあいコンサート

▽日時 10月13日（土）午後３時
▽会場 九中体育館
▽入場 自由（無料）
▽出演 府中市青少年吹奏楽団、九
中吹奏楽部
▽主催 青少年対策第九地区委員会
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

かんきょう塾
「地球温暖化まったなし」
▽日時 10月27日（土）午後１時半～
４時
▽場所 府中駅北第２庁舎３階会議
室
▽対象 市民、市内在勤・在学の方
▽定員 先着30人
▽費用 無料
▽講師 瀬戸昌之氏（東京農工大学
教授）
▽申込み 電話、またはＦＡＸ（３６
１・００７８）で環境保全課へ
▽問合せ 環境保全課公害係（３３
５・４１９６）

講演会
「河川の外来種植物対策」
▽日時 10月25日（木）午後６時～８
時
▽会場 府中駅北第２庁舎３階会議
室
▽対象 市民、市内在勤・在学の方
▽定員 先着50人
▽講師 星野義延氏（東京農工大学
准教授）
▽申込み・問合せ　緑の活動推進委
員会事務局（３３５・４３１５＝公園
緑地課内）へ

府中水辺の楽校
「多摩川のいろいろ石あつめ」
▽日時 10月27日（土）午前９時半～
正午
▽場所 多摩川河川敷（市民健康セン

ター

野球場南側）
▽対象 小学生と保護者
▽定員 先着40組
▽費用 １人100円（保険料ほか）
▽内容 多摩川で様々な石探しと野
鳥や昆虫の観察
※軍手・ビニール袋を持参してくだ

さい。
▽申込み 10月12日（金）から電話で
府中水辺の楽校運営協議会事務局へ
▽問合せ 府中水辺の楽校運営協議
会事務局（３３５・４３１３＝公園緑
地課内）

地域安全リーダー講習会

▽日時 11月10日（土）午前９時
▽会場 市役所北庁舎３階会議室
▽対象 市内で自治会などの防犯活
動に積極的に参加できる市民、市内
在勤の方
▽定員 先着20人
▽内容 犯罪状況の把握、まちの安
全点検の実践、防犯活動の実施方法
▽申込み 10月12日（金）から電話で
地域安全対策課へ
▽問合せ 地域安全対策課安全係
（３３５・４１４７）

中河原駅北口広場
自転車駐車場を開設

　10月19日（金）から、中河原駅北口
広場に有料自転車駐車場を開設しま
す。
　問合せは、地域安全対策課施設管
理係（３３５・４０６９）へ。
■中河原駅北口広場自転車駐車場
（一時利用）
▽所在地 住吉町１の84
▽収容台数　62台
▽利用料 ２時間100円（１日300円
を限度）／最初の１時間は無料

早期発見が大切です
胃がん検診

▽日程 12月４日（火）・６日（木）・12
日・19日（水）・21日（金）、平成20年１
月８日（火）から10日（木）・16日（水）
から18日（金）・23日（水）・25日（金）・
29日（火）から31日（木）の午前中
▽会場 都多摩がん検診セン

ター（武蔵台
２の９）
▽対象 昭和52年以前生まれの市民
※次の方は受診できません。
○食道、胃、十二指腸などの手術を受
けた方、または現在、病気治療中、経
過観察中の方
○妊娠中、またはその可能性のある
方
○過去１年以内に手術をした方、ま
たは心臓病や脳血管疾患を発病した
方
○重度の病気で治療中の方
○腸閉そくを起こしたことのある方
○過去にバリウムを飲んでアレル
ギー過敏症状があった方
○自力で立ち続けること、または撮
影台の手すりを自分でつかむことが
困難な方

○職場などで受診の機会がある方
○平成19年度に市の胃がん検診を受け
た方
〇技師の指示に従ってスムーズに動く
ことが困難な方
▽定員 720人（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 バリウムによる胃のＸ線間接
撮影
▽申込み 10月17日（水）まで（当日消
印有効）に、往復はがき（１人１枚）に住
所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、電
話番号、返信用あて名を記入して、保健
セン
ター分館「胃がん検診」係（〒183－0055府
中町１の30）へ／検診日は後日通知
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係（３
６８・６５１１）

ラリーテニス大会

▽日時 11月18日（日）午前９時～午後
３時半
▽場所 総合体育館
▽対象 16歳以上の市民
▽費用 無料
▽申込み 10月31日（水）までに、決め
られた用紙（市役所８階体育課、総合・
各地域体育館に用意）で、体育課、また
は総合・各地域体育館へ
▽問合せ 体育課振興係（３３５・４４
９９）

小学生親子をペアでご招待
ＦＣ東京対ガンバ大阪

▽日時 11月18日（日）午後２時
▽会場 味の素スタジアム
▽対象 小学生の市民と保護者
▽定員 100組200人（抽せん）
▽申込み 10月25日（木）まで（必着）
に、往復はがきに住所、氏名、学校名・学
年、電話番号、保護者氏名、返信用あて
名を記入して、ＦＣ東京「ＡＪＩＮＯＭ
ＯＴＯ　Ｄａｙ」係（〒135－0003江東
区猿江２の15の10）へ
▽問合せ 体育課振興係（３３５・４４
９９）、またはＦＣ東京（０３・３６３
５・１１０３）

■教育委員会定例会
　10月23日（火）午後１時半　教育セン

ター／
傍聴希望の方は前日までに、総務課へ
／問合せは同課総務係（３３５・４４２
４）へ
■廃棄物減量等推進審議会
　10月23日（火）午後２時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は前日ま
でに、ごみ減量推進課へ／問合せは同
課リサイクル係（３３５・４４３７）へ

■調布飛行場まつり　10月28日（日）
午前10時～午後４時　同飛行場／小
雨実施／内容は①小型飛行機の体験
搭乗（抽せん）、②管制塔見学（抽せ
ん）、③郷土芸能の披露ほか／申込み
は①②10月16日（火）まで（必着）に、
往復はがき（１枚につき①１人、②５
人以内）で同まつり実行委員会①「体
験搭乗」係・②「管制塔見学」係（〒
182－0032調布市西町290の３同飛行

場管理事務所内）へ、③当日直接会場
へ／問合せは同実行委員会事務局
（0422・34・4840）へ
■親子あそび体験教室　10月19日
（金）午前10時～正午　りんごの部屋
（住吉町３の43）／対象は２・３歳児
と保護者／先着10組／費用500円／
内容は遊びを中心としたプログラム
で子育てを学ぶ／申込み・問合せは
同施設（03・5346・0307）へ
■多摩地区青果まつり　10月21日（日）
午前９時～午後１時　国立地方卸売
市場（国立市谷保）／内容は食育コー

ナー、青果物即売会、模擬店、アトラ
クションほか／先着1500人にみか
ん１キログラ

ム を贈呈／問合せは同まつ
り実行委員会（042・580・0522）へ
■建設ユニオン多摩中央住宅デー　
10月14日（日）午前10時～午後３時　
美好町公園／内容は無料住宅相談、
まな板削り、包丁研ぎほか／問合せ
は大山宅（360・1729）へ
■戦争遺跡から学ぶ市民のつどい　
10月20日（土）午後１時半～４時半　
府中グリーンプラザ／先着120人／
費用500円（資料代）／内容は安島太

佳由氏（カメラマン）の映像作品「小
笠原・硫黄島の戦跡」の上映、パネル
討論、練習機「赤とんぼ」の木製プロ
ペラ展示ほか／主催は調布飛行場の
掩体壕を保存する会／問合せは黒崎
宅（362・7347）へ、夜間に
■木目込人形講習会　11月21日（水）
午前10時～午後３時　番場北裏公会
堂（宮西町３の12）／費用2500円（材
料費）／内容はえとの「子」を作る／
目打、ボンド、はさみ、エプロン持参
／申込み・問合せは小林宅（362・58
28）へ、午後７時以降に
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日時は下の表のとおり　語
学室／対象は平成４年４月１日以前生
まれの市民、市内在勤・在学の方／定員
各30人／無料／申込みは各講座の初回
の前日まで（必着）に、はがき、またはＦ
ＡＸ（336・5709）に希望講座名、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し
て、当セン

ター学習事業係へ／電子申請、講座
応募箱での申込み可／定員を超えた場
合のみ参加の可否を連絡

■在宅学習用ビデオ教材のケーブルテ
レビ放送
　日時・内容は下の表のとおり／ジェ
イコム東京（２チャンネル）で放映／講
師は村井誠人氏（早稲田大学教授）

在宅学習用ビデオ教材の
貸出／Ｆ

　自宅でも生涯学習センターの講座を

学習できるように、次の講座を収録
したビデオテープを貸し出します。
▽対象 市民、市内在勤・在学の方
▽費用 無料／ただし、郵送希望の
方は実費負担
▽貸出期間　１週間
▽内容 村井誠人氏（早稲田大学教
授）による講座「デンマークと日本、
その関係性」
▽申込み 電話、ＦＡＸ（336・5709）、
または直接当セン

ター学習事業係へ

生涯学習セミナー
　　　　　　受講生募集

実技セミナー

■初心者のための銅版画への誘い／
Ｆ
　11月３日（祝）・10日（土）午前10時
～午後４時　版画室／対象は平成４
年４月１日以前生まれの市民／定員
16人（抽せん）／費用2000円（教材費）
／講師は銅版画学習グループサポー
トメンバー／申込みは10月25日（木）
まで（当日消印有効）に、はがきに講
座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電
話番号を記入して、当セン

ター学習事業係
へ／電子申請、講座応募箱での申込
み可

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■太陽観望会
　10月14日・28日（日）午前10時半～
午後零時半・１時半～３時　本館前
／内容は太陽の黒点やプロミネン
ス、金星の観察／雨天･曇天中止
■森のお話会
　10月13日（土）午後２時45分　旧越
智家住宅／対象は５歳以上の方／内
容は「蔵王のチョウ」「あめだま」ほか
／語りは十べえお話の会
■星空観望会
　10月20日（土）午後６時半～８時　
当館正門前集合／費用大人100円、

中学生以下50円／内容はエメラル
ド色の天王星や月、二重星の観察／
協力は府中天文同好会／雨天･曇天
中止（当日午後３時に決定）
■わらぞうり教室
　10月21日（日）午後１時～３時　ふ
るさと体験館／対象は小学５年生以
上の方／先着10人／費用1000円／
申込みは電話で当館へ

　３３６・３３７１

■常設展ギャラリートーク
　10月20日（土）午後２時　常設展示
室／無料（常設展観覧料が別に必要）
／内容は画家の青木　繁をテーマと
する作品解説／講師は当館学芸員／
当日直接常設展示ロビーへ
■公開制作～青木野枝「空の水」作家
来館日の変更
　10月13日（土）の作家来館日は、11
月４日（日）に変更します。

　３３５・６２１１

■府中「第九」2007
　12月16日（日）午後２時　どりーむ
ホール／入場料2000円（全席自由）／
出演は森口真司（指揮）、府中市民交
響楽団、府中「第九」2007合唱団ほか
／チケット発売は10月14日（日）から
／主催は府中「第九」2007実行委員会
／協賛は府中文化振興財団／小学校
入学前のお子さんの入場不可
■府中の森めばえコンサート～ピア
ノ＆オーボエ
　平成20年２月17日（日）午後２時　
ウィーンホール／入場料1500円（全
席自由）／出演は前田拓郎（ピアノ）、
荒　絵理子（オーボエ）、遠藤直子（ピ
アノ）／曲目はショパン…ポロネー
ズ第６番「英雄」、ドビュッシー…「亜
麻色の髪の乙女」ほか／チケット発
売は10月13日（土）から／小学校入学
前のお子さんの入場不可

　３５１・４６００

■女性に対する暴力をなくす運動関連
講座「メディアの中の女性への暴力」／
Ｆ
　11月15日（木）午後２時～４時／対象
は女性／先着30人／無料／内容はメ
ディアの視点から女性への暴力につい
て考える／講師は深澤純子氏（ヒュー
マンサービスセン

ター事務局長）／託児（１歳
～就学前の幼児先着10人、飲み物とお
やつ持参）希望の方は10月31日（水）ま
でに、電話で当セン

ターへ／申込みは電話で
当セン

ターへ

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「水と空気のふ
しぎな力」
　10月27日（土）午後１時半～４時　学
習室／対象は小学３年～中学生／先着
25人／費用300円／内容はペットボト
ルを使って、浮力・圧力について学ぶ／
協力は科学体験クラブ府中／申込みは
10月11日（木）午前９時から当館へ（電
話可）

　３３０・２０１０

■介護予防講座「スペシャルハンドケ
ア」
　10月29日（月）午後１時半～３時半／
対象は65歳以上の市民／先着20人／無
料／内容はろうを使った手のパックと
つめの手入れ／申込みは電話で当セン

ターへ
■無料体験講座「気軽に体験～介護予
防教室」
　10月27日（土）午後１時半～３時／対
象は65歳以上で介護保険サービスを利
用していない市民／先着10人／内容は
介護予防教室の体操などの紹介／申込
みは電話で当セン

ターへ

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

■親子ボランティア教室と１日ボラン
ティア体験
　日時・会場・内容は下の表のとおり
（全３回）／対象は全回出席でき、①「親
子ボランティア教室」は小学生で市民、
市内在学の方と保護者、②「１日ボラン
ティア体験」は中学・高校・専門学校・大
学生で市民、市内在学の方／定員①24
組・②35人（抽せん）／無料／体験施設
は１人（１組）１施設で、府中ボラン
ティアセン

ターで決定／申込みは10月31日
（水）までに、決められた用紙（同セン

ター、市
内の各学校などに用意）で同セン

ターへ／中
学・高校生は保護者の同意書が必要／
問合せは同セン

ターへ

■街頭無料暮らしの書類作成相談　
10月20日（土）・21日（日）午前10時～
午後４時　府中公園／荒天中止／内
容は相続や遺言、各種申請書類など
の作成について／相談員は行政書士
／主催は東京都行政書士会府中支部
／問合せは同支部・鹿島あて（363・
2750）へ
■植木花卉即売会　10月19日（金）か
ら11月４日（日）午前10時～午後４時
半　大國魂神社境内／雨天中止／内
容は果樹・植木・草花・花木類の販売
／問合せは東京緑化連盟・大谷あて
（361・8809）へ
■桜楓会サークル公開講座「史跡を
通して歴史を学ぶ」　11月４日（日）
午後１時半～４時　府中グリーンプ
ラザ／先着20人／無料／講師は安永
嘉治氏（郷土史研究家）／申込み・問
合せは板橋宅（365・4025）へ
■混声合唱無料体験講座　10月23日・
30日、11月27日（火）午後７時半～９
時半　片町文化セン

ターほか／内容は発声
とブラームス…「愛の歌」「ふるさとの
四季」の合唱／講師は家田紀子氏（藤

原歌劇団団員）／主催はChor Himm
el／問合せは坂本宅（364・3778）へ
■混声合唱無料体験講座　10月21
日、11月４日（日）午後６時半～９時
　片町文化セン

ターほか／内容はオペレッ
タ「こうもり」の合唱／講師は升水弘
之氏（音楽講師）／主催はアンサンブ
ル・バッカナーレ／問合せは坂本宅
（364・3778）へ
■琴伝流大正琴琴香会発表会　10月
30日（火）午後零時半　府中の森芸術
劇場／無料／曲目は「影を慕いて」
「北上夜曲」ほか／問合せは同会・越
智あて（042・663・9852）へ
■ソシアルダンス初心者講習会　11
月の毎週木曜日　午後１時～３時
（全５回）　総合体育館／対象はダン
ス初・中級の方／先着20人／費用2000
円／申込み・問合せは藤原宅（366・
0646）へ
■硬式テニス中級者技術講習会　11
月18日（日）午前９時～午後４時　小
柳庭球場／対象は中級程度で20歳以
上の市民／定員60人（抽せん）／無料
／内容は基本とダブルスの戦術／講
師は岸上芳夫氏（日本テニス協会公
認Ｂ級指導者）／申込みは10月31日
（水）まで（当日消印有効）に、往復はが

きで久保寺眞司宅（〒183－0036日
新町２の19の56）へ／問合せも同
宅（362・4317）へ、夜間に

■東京農工大学講演会「女性獣医
師社会復帰のための再教育支援プ
ログラム」　10月27日（土）午後２
時～４時　同大学／対象は獣医希
望者、獣医師／先着340人／無料／
申込みは電話、またはＦＡＸに参
加希望人数を記入して、同大学「学
び直しプログラム」事務局へ／問
合せも同事務局（367・5916＝ＦＡ
Ｘ同番）へ
■都立府中工業高校公開講座「鎌
倉の寺と仏たち」　①11月17日（土）
午後１時～４時、②11月24日、12月
１日（土）午前10時～午後４時（全
３回）　①同校、②鎌倉／定員25人
（抽せん）／費用1500円（交通費・
昼食代が別に必要）／申込みは10
月29日（月）まで（必着）に、往復は
がきで同校「公開講座」係（〒183
－0005若松町２の19）へ／問合せ
も同校（362・7237）へ

講座名 日　時 全回数
「活性酸素・抗
酸化剤」と寿
命の関係

11月６日・13日・20日・27日
（火）
午前10時～11時50分

４

ところ変われ
ば生活変わる
～環境で違う
植物の暮らし

11月７日・28日（水）
午前10時～11時50分 ３11月14日（水）
午前９時50分～11時50分

ごみを考える 11月10日・24日（土）午前10時半～11時15分 ２

回 日　時 会場 内容

１ 11月24日（土）午後１時半～４時
ふれあい
会館

オリエン
テーショ
ン

２

12月１日・８日・15
日（土）のいずれか１
日
午前９時～午後４時

高齢者福
祉施設ほ
か

ボ ラ ン
ティア体
験

３ 12月22日（土）午後１時半～４時
ふれあい
会館 反省会

※ ボランティア体験は、施設により時間を変更する
ことがあります。

日　時 内　容
10月14日（日）
正午～午後零時55分

けやき寿学園「デン
マークと日本、その
関係性」前編

10月15日（月）
午前８時～８時55分
10月16日（火）
午後７時～７時55分
10月17日（水）
正午～午後零時55分
10月18日（木）
午前８時～８時55分

けやき寿学園「デン
マークと日本、その
関係性」後編

10月19日（金）
午後５時～５時55分
10月20日（土）
午後９時半～10時25分




